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摂
関
政
治
を
天
皇
親
政
と
対
立
的
に
と
ら
え
て
、
摂
政
•
関
白
は
天

皇
権
力
を
抑
圧
す
る
も
の
と
い
う
見
方
は
否
定
さ
れ
て
久
し
く
、
現
在

で
は
、
摂
政
•
関
白
が
む
し
ろ
天
皇
制
を
補
完
す
る
も
の
と
の
視
点
に

よ
る
研
究
が
深
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
一
体
化
し
て
捉
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
摂
政
•
関
白
で
あ
る
が
、
摂
政
が
幼
少
の
天
皇
の
代
行

で
あ
る
の
に
対
し
、
関
白
は
成
人
天
皇
の
補
佐
に
過
苔
ず
、
天
皇
大
権

を
行
使
す
る
点
に
お
い
て
両
者
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
定
説

化
し
て
い
る
。

さ
て
、
執
政
能
力
に
欠
け
る
幼
帝
に
、
代
行
と
し
て
の
摂
政
が
必
要

と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
執
政
能
力
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
成
人
天
皇
に
、
補
佐
で
あ
る
関
白
が

な
ぜ
置
か
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
は
依
然
と
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
特

は
じ
め
に

【
研
究
ノ
ー
ト
】

摂
関
政
治
期
の
関
白
と
天
皇

に
、
関
白
が
天
皇
を
疎
外
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
天
皇
の
主
体
性

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
小

稿
で
は
、
関
白
に
焦
点
を
あ
て
、
改
め
て
そ
れ
が
な
ぜ
存
在
し
た
の
か

と
い
う
根
本
的
な
課
題
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
ず
、
関
白
の
補
任
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
関
白
と
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
任
命
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
関
白
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
明

確
な
規
定
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
性
格
と
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
に
種
々

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
再
検
証
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
関
白
が
当
該
期
の
政
治
状
況
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
か
見
通
し
た
い
。

な
お
、
藤
原
良
房
以
後
、
藤
原
頼
通
ま
で
摂
関
政
治
期
の
摂
政
•
関

白
の
設
置
期
間
を
示
し
た
の
が
、
摂
政
•
関
白
表
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
、
関
白
が
置
か
れ
て
い
た
期
間
が
摂
政
の
置
か
れ
て
い
た
期
間
よ

り
も
倍
近
く
長
い
が
、
こ
れ
は
頼
通
の
関
白
在
任
期
間
が
圧
倒
的
に
長

神

谷

正

昌
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い
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
け
ば
、
両
者
の
設
置
さ
れ
て
い
た
期
間
は

ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
。
摂
政
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
触
れ
て
い
き
た
い
。

一
、
関
白
の
創
始

『
皇
室
制
度
史
料
』
摂
政
一
．
―
一
に
よ
る
と
、
摂
政
補
任
の
条
件
と
し

て
、
第
一
に
天
皇
の
外
戚
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
藤
原
氏
北
家
一
流
で

あ
る
こ
と
、
第
三
に
大
臣
の
官
ま
た
は
そ
の
前
歴
を
有
す
る
こ
と
、
の

(
3
)
 

―
―
一
点
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
関
白
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
第
一

の
外
戚
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
外
祖
父
か
外
伯
叔
父
で
あ
る

-
4
-

こ
と
が
補
任
の
要
件
で
は
な
い
と
い
う
。
従
っ
て
、
関
白
の
補
任
の
条

件
は
、
第
二
の
藤
原
氏
北
家
一
流
で
あ
る
こ
と
と
、
第
三
の
大
臣
の
官

ま
た
は
そ
の
前
歴
を
有
す
る
こ
と
の
一
一
点
を
合
わ
せ
た
者
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
、
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
り
廟
堂
（
太
政
官
）
の
首

班
で
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
同
じ
く
『
皇
室
制
度
史
料
』
摂
政
二
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る

関
白
の
職
掌
は
、
百
官
を
総
理
し
、
奏
上
す
べ
き
こ
と
、
宣
行
す
べ
き

(
5
)
 

こ
と
は
ま
ず
諮
稟
に
預
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
元
慶
八

年
（
八
八
四
）
六
月
五
日
に
光
孝
天
皇
が
藤
原
基
経
に
下
し
た
詔
に
お

(6) 

け
る
「
応
レ
奏
之
事
、
応
レ
下
之
事
、
必
先
諮
稟
与
」
と
の
文
言
に
そ
の

根
拠
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
職
掌
は
内
覧
と
同
じ
と
さ
れ
る
が
、
坂
本

賞
三
氏
は
、
関
白
が
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
、
天
皇
は
関
白
の
み
に
諮

問
し
他
の
公
卿
に
は
行
わ
な
い
と
す
る
一
人
諮
問
を
そ
の
特
徴
と
し
て

{
[
1
-

挙
げ
て
お
り
、
ま
た
春
名
宏
昭
氏
は
、
関
白
は
単
な
る
内
覧
で
は
な
く
、

奏
上
す
る
文
書
を
取
捨
選
択
し
た
り
、
下
す
文
書
を
留
め
た
り
、
天
皇

の
国
政
決
裁
権
に
関
与
で
き
る
と
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
諸
儀
式
書

や
『
雲
図
抄
』
の
図
な
ど
か
ら
、
叙
位
・
除
目
に
際
し
天
皇
の
御
前
に

{,) 

座
が
設
け
ら
れ
て
諮
問
に
預
か
り
、
さ
ら
に
、
基
経
の
関
白
補
任
の
経

(10) 

緯
か
ら
、
関
白
は
太
政
大
臣
の
職
掌
の
具
体
化
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
か

ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
、
実
際
の
関
白
の
補
任
状
況
と
職
掌
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

最
初
に
関
白
と
な
っ
た
の
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
に
宇
多
天
皇

か
ら
関
白
の
詔
を
受
け
た
藤
原
基
経
で
あ
る
が
、
元
慶
八
年
に
光
孝
天

皇
の
即
位
に
あ
た
り
、
官
中
一
切
の
奏
下
諮
稟
の
詔
が
下
さ
れ
た
時
点

で
、
基
経
は
事
実
上
の
関
白
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
光
孝
天

皇
・
宇
多
天
皇
に
と
っ
て
、
前
摂
政
の
基
経
を
い
か
に
処
遇
す
る
か
が

問
題
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
坂
本
賞
―
―
―
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
摂
政

経
験
者
に
対
す
る
特
別
待
遇
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
な
る

優
遇
で
は
な
い
。
光
孝
天
皇
は
、
陽
成
天
皇
の
突
然
の
退
位
と
い
う
不

測
の
事
態
に
対
し
、
急
遠
、
即
位
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
宇
多
天
皇

は
一
旦
、
臣
藉
に
降
下
し
て
の
即
位
で
あ
っ
て
、
両
天
皇
の
皇
統
は
脆

弱
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
摂
政
で
あ
る
基
経
に
特
別
な
待
遇
を
与
え

て
王
権
を
擁
護
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
基
経
死
後
に
宇
多
天
皇
が
関
白
を
置
か
な
か
っ
た
の
は
、

摂
政
経
験
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
続
く
醍
醐
天
皇
は
、

即
位
す
る
に
あ
た
り
十
三
歳
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
服
し
た
よ

う
に
、
適
任
者
が
い
な
け
れ
ば
摂
政
を
置
か
ず
、
そ
し
て
摂
政
経
験
者

が
い
な
け
れ
ば
関
白
も
置
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
朱
雀
天
皇
が
延
長
八
年
（
九
三

0
)
に
八
歳
で
即
位
す
る

と
、
藤
原
忠
平
が
摂
政
と
な
り
、
天
慶
元
年
（
九
―
―
一
八
）
に
朱
雀
天
皇

が
元
服
す
る
と
、
天
慶
四
年
に
忠
平
は
関
白
に
転
じ
た
。
こ
れ
も
、
摂

政
と
し
て
幼
帝
の
天
皇
大
権
を
代
行
し
て
き
た
忠
平
を
、
天
皇
が
元
服

し
て
成
人
天
皇
と
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
の
待
遇
も
与
え
な
い
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
、
摂
政
経
験
者
に

特
別
待
遇
を
与
え
た
基
経
の
先
例
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
続
く

村
上
天
皇
も
そ
れ
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
も
、
単
に
忠
平

を
優
遇
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
朱
雀
天
皇
の
弟
で
あ
る
村
上
天
皇

は
、
光
孝
天
皇
か
ら
朱
雀
天
皇
ま
で
続
い
た
直
系
継
承
が
、
兄
弟
継
承

に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
安
定
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、

忠
平
を
引
き
続
き
関
白
と
し
て
王
権
を
推
護
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
藤
原
基
経
・
忠
平
な
ど
当
初
の
関
白
は
、
摂
政
経
験
者
に

対
す
る
特
別
待
遇
と
し
て
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
摂
政
か
ら
派
生
し

た
役
職
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
王
権
代
行
者
で
あ
っ
た
重
み

に
よ
っ
て
王
権
を
擁
護
す
る
役
割
も
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
藤
原
良
房
を
は
じ
め
基
経
も
忠
平
も
、
天
皇
の
外
戚
で
あ
り
、

藤
原
氏
の
氏
長
者
で
廟
堂
の
首
班
と
し
て
摂
政
と
な
っ
て
お
り
、
さ
き

の
第
一
•
第
二
•
第
三
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
た
。
し
か
し
、
基

経
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
天
皇
が
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
白
と
な

る
と
、
第
一
の
天
皇
の
外
戚
で
は
な
い
と
い
う
場
合
が
当
初
か
ら
起
こ

り
得
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
基
経
や
忠
平
は
関
白
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
た
の
か
。

ま
ず
基
経
は
、
『
日
本
―
―
一
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、
光
孝
天
皇
の
も
と
で

は
、
元
慶
八
年
六
月
十
七
日
に
論
奏
に
名
を
連
ね
、
仁
和
元
年
正
月
朔

H
に
は
元
日
朝
賀
の
内
弁
を
務
め
、
同
年
五
月
朔
日
に
は
奏
鈴
擬
郡
領

で
点
定
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
後
の
関
白
で
あ
れ
ば
携
わ
ら
な

い
こ
と
で
あ
り
、
大
臣
と
し
て
の
政
務
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
こ
の
時
、
基
経
は
太
政
大
臣
で
あ
り
、
太
政
大
臣
が
こ
の
よ
う
な
政

(15} 

務
に
参
画
す
る
こ
と
も
異
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『
日
本

三
代
実
録
』
元
慶
八
年
六
月
五
日
甲
午
条
に
載
せ
る
光
孝
天
皇
の
詔

に
、
「
自
今
日
官
庁
I

小
坐
天
就
凸
万
政
領
行
比
」
と
あ
る
こ
と
が
、
基
経

の
太
政
官
で
の
政
務
参
画
の
具
体
的
根
拠
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
、
同
じ
基
経
で
も
、
宇
多
天
皇
の
も
と
で
は
そ
の
諮
問

に
預
か
り
、
一
般
的
に
閲
白
の
職
掌
と
さ
れ
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
『
扶
桑
略
記
』
所
引
『
寛
平
御
記
』
寛
平
元
年
（
八
八
九
）

九
月
十
五
日
条
に
、
「
可
レ
有
、
御
法
事
議
定
一
、
太
政
大
臣
被
レ
奏
云
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（
後
略
）
」
と
あ
り
、
同
じ
く
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
所
引
『
寛
平
御
記
』

寛
平
二
年
正
月
二
十
八
日
条
に
は
、
「
又
就
議
筵
間
＿
一
太
政
大
臣

曰
、
参
議
所
＇
掌
其
職
如
何
、
大
臣
答
云
、
為
政
大
夫
＼
然
則
諸
国

長
官
有
レ
聴
其
行
者
、
具
以
奏
レ
之
」
と
あ
り
、
前
者
は
法
事
の
議
定

に
つ
い
て
、
後
者
は
参
議
の
職
掌
に
つ
い
て
字
多
天
皇
の
諮
問
に
答
え

て
い
る
。
関
白
と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
が
天
皇
に
よ
っ
て
相
異
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
阿
衡
の
紛
議
を
経
た
こ
と
が
大
き
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
字
多
天
皇
が
基
経
に
下
し
た
仁
和
四
年
六

月
．
一
日
の
い
わ
ゆ
る
関
白
補
任
の
第
三
詔
に
よ
っ
て
、
関
白
の
権
能
が

明
確
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
光
孝
天
皇
と

宇
多
天
皇
と
で
、
両
者
の
基
経
へ
の
対
処
の
仕
方
に
は
違
い
が
あ
っ
た

の
も
事
実
で
あ
る
。

統
い
て
、
忠
平
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
『
本
朝
世
紀
』
天
慶

四
年
十
一
月
二
十
六
日
条
の
記
事
が
参
考
に
な
る
。

又
主
上
御
即
位
之
後
、
今
日
初
聞
I

食
官
奏
一
、
従
二
太
政
大
臣
摂

政
以
来
、
頃
年
弁
史
持
官
奏
書
、
参
彼
里
第
一
奏
下
突
、
而

辞
ー
来
摂
政
、
已
経
数
月
、
今
般
詔
書
有
下
准
仁
和
例
一
可

関
白
之
由
ー
、
因
レ
之
、
於
殿
上
一
今
日
初
有
此
奏
、
（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
忠
平
が
摂
政
の
時
は
官
奏
は
そ
の
里
弟
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
朱
雀
天
皇
が
元
服
し
忠
平
が
関
白
に
転
ず
る
と
、
天
皇
が
官

奏
を
聞
い
た
と
い
う
。
摂
政
は
官
奏
を
代
行
す
る
の
に
対
し
、
関
白
の

時
は
天
皇
が
官
奏
を
覧
る
と
い
う
、
両
者
の
違
い
が
明
白
に
わ
か
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
、

『
本
朝
世
紀
』
当
条
は
こ
れ
に
続
け
て
、

其
俄
、
先
一
日
、
大
納
言
藤
原
実
頼
卿
参
入
、
（
中
略
）
子
レ
時
奏

者
弁
持
ー
択
奏
等
、
奉
I

覧
大
納
言
二
々
々
々
択
ー
定
其
無
レ
止
者

、
即
差
弁
史
、
奉
ー
送
太
政
大
臣
里
弟
一
、
太
政
大
臣
召
弁
於

御
蔀
、
覧
件
書
等
、
如
年
来
候
ー
1

官
奏
之
儀
一
、
特
以
ー
取
捨

、
択
ー
定
其
無
レ
難
者
、
即
給
於
弁
二
々
給
レ
之
持
参
、
申

其
由
於
大
納
―
―
日
、
初
定
日
仰
以
明
日
町
~
レ
奏
之
由
卜
、
（
後
略
）

と
あ
り
、
官
奏
に
先
立
っ
て
ま
ず
忠
平
の
里
弟
に
奏
文
が
送
ら
れ
、
春

名
宏
附
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
関
白
が
取
捨
を
加
え
て
い
る
様
子
が

み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

ほ
か
に
、
犬
慶
四
年
十
一
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
に
か
け
て
の
除

目
、
ま
た
天
慶

fi
年
三
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
の
除
目

に
お
い
て
、
忠
平
が
御
前
で
は
な
く
職
御
曹
司
で
そ
れ
に
参
画
し
て
い

る
例
も
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
関
白
の
内
覧
と
し
て
の
職
掌
は
、
光
孝
天
皇
と

い
う
よ
り
は
、
字
多
天
皇
の
時
に
確
立
・
明
確
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
忠

f
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
事
前
に
里
弟
で
官
奏
に
取
捨
を
加

え
た
り
、
職
御
曹
司
で
除
目
に
参
画
し
た
り
と
、
単
な
る
内
覧
を
超
え

る
職
務
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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二
、
関
白
の
転
換

康
保
四
年
（
九
六
し
）
に
冷
泉
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
藤
原
実
頼
が

関
白
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
奇
行
の
目
立
つ
冷
泉
天
皇
の
個
人
的
資
質

が
人
き
く
影
響
し
て
い
る
が
、
摂
政
未
経
験
者
と
し
て
初
の
関
白
で
あ

り
、
こ
の
後
、
藤
原
兼
通
・
頼
忠
と
摂
政
未
経
験
の
関
白
が
続
く
道
が

開
か
れ
た
。
摂
政
か
ら
派
生
し
た
関
白
が
独
立
し
、
制
度
化
す
る
画
期

と
な
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
冷
泉
犬
皇
は
実
頼
の
弟
の
藤
原
師
輔

の
外
孫
に
あ
た
り
、
実
頼
と
は
外
戚
関
係
に
な
い
。
実
頼
が
関
白
と
な

っ
た
の
は
、
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
り
、
左
大
臣
と
し
て
長
年
、
廟
堂

の
首
班
を
務
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
第
一
の
天
皇
の
外

戚
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
第
二
•
第
三
の
条
件
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
に
冷
泉
天
皇
が
退
位
し
、

弟
の
円
融
天
皇
が
十
一
歳
の
幼
帝
で
即
位
す
る
と
、
実
頼
は
摂
政
に
転

ず
る
。
円
融
天
皇
も
師
輔
の
外
孫
で
実
頼
と
は
外
戚
関
係
に
な
く
、
そ

う
す
る
と
、
摂
政
で
あ
っ
て
も
外
戚
関
係
を
欠
く
こ
と
が
あ
り
、
藤
原

氏
の
氏
長
者
で
あ
り
廟
堂
の
首
班
と
い
う
条
件
の
方
が
重
視
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
実
頼
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
『
源
語
秘
訣
』
所
引
『
清
慎
公
記
』

康
保
四
年
七
月
―
-
+
―

-
H条
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

宰
相
中
将
来
、
言
雑
事
次
、
言
主
上
追
日
本
病
発
給
之
由
、

（
中
略
）
明
日
可
レ
有
除
目
云
々
、
如
レ
此
之
間
、
何
被
レ
行
一
公

事
乎
云
々
、
往
代
聞
武
猛
暴
悪
之
主
一
、
未
レ
聞
一
狂
乱
之
君
一
、

如
レ
此
之
間
、
外
戚
不
善
之
輩
、
競
成
昇
進
之
望
一
、
左
衛
門
督

云
、
藤
納
言
望
大
納
言
云
々
、
入
レ
夜
後
、
右
少
将
為
光
朝
臣

来
云
、
明
日
除
目
、
一
昨
右
大
将
与
藤
大
納
言
議
定
畢
之
由
伝
承

云
々
、
揚
名
関
白
吊
可
レ
被
停
止
之
者
也
、

と
あ
り
、
冷
泉
犬
皇
の
精
神
的
な
病
が
発
し
て
い
る
間
、
「
外
戚
不
善
之

輩
」
が
競
っ
て
昇
進
を
望
ん
で
い
た
。
そ
し
て
翌
日
の
除
目
に
つ
い
て
、

前
々
日
に
右
大
将
藤
原
師
サ
と
大
納
言
藤
原
伊
手
と
で
議
定
を
終
え
て

し
ま
っ
て
お
り
、
実
頼
は
自
身
を
「
揚
名
関
白
」
と
嘆
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
実
頼
は
天
皇
と
外
戚
関
係
に
な
い
関
白
で
あ

っ
た
た
め
、
関
白
と
し
て
の
実
権
が
無
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、
し
柏
化
真
直
氏
・
渡
辺
滋
氏
の
よ
う
に
、
実
頼
の
関
白
と

(21) 

し
て
の
影
響
力
を
重
く
評
価
し
て
い
る
見
解
も
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

で
、
関
白
の
要
件
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ

っ
た
の
か
、
今
一
度
確
認
す
る
と
、
実
頼
以
前
の
藤
原
基
経
・
忠
平
の

場
合
、
摂
政
経
験
者
を
優
遇
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
摂
政
と
し
て
幼
帝

の
天
皇
大
権
を
代
行
す
る
た
め
に
は
、
天
皇
の
外
戚
で
あ
り
、
廟
堂
の

首
班
、
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
C

た
だ
し
関
白
は
、
当
初
か
ら
天
皇
の
外
戚
で
は
な
い
場
合

も
み
ら
れ
、
廟
堂
の
首
班
で
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
て
い
た
。
冷
泉
天
皇
の
個
人
的
事
情
に
際
し
、
実
頼
は
長
年
、
左
大

臣
と
し
て
廟
堂
の
首
班
を
務
め
て
き
た
と
い
う
実
績
に
よ
っ
て
関
白
と



72 

な
っ
た
の
で
あ
り
、
外
戚
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
実
頼
が
摂
政
未
経
験

者
と
し
て
関
白
と
な
っ
た
こ
と
が
異
例
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

が
「
揚
名
関
白
」
と
嘆
か
せ
る
状
況
を
作
り
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
、
関
白
は
摂
政
か
ら
派
生
し
た
役
職
で
あ
り
、
摂
政
を
経
験

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
天
皇
の
外
戚
で
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え

て
、
実
頼
の
関
白
と
し
て
の
立
場
を
曖
昧
な
も
の
と
し
、
そ
の
職
務
を

遂
行
す
る
の
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
後
の
『
小
右
記
』
長
和
四
年
（
一

0
一
五
年
）
七
月
十
日
条
に
み
え
る
、
「
康
保
四
年
八
月
十
五
日
伊
ヂ
卿

来
云
、
依
御
脳
不
レ
御
官
奏
一
之
間
、
准
摂
政
一
大
臣
可
レ
見
之
由
、

将
奏
聞
一
之
云
々
、
先
レ
是
兼
家
朝
臣
奏
聞
被
レ
許
了
」
と
の
記
事
で
あ

り
、
実
頼
を
摂
政
に
准
じ
て
官
奏
を
覧
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ

を
う
け
て
実
頼
は
八
月
十
九
日
に
准
摂
政
の
勅
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
あ

(22) 
る
。
従
っ
て
、
実
頻
を
准
摂
政
と
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
関
白
と
し
て

の
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
の
措
置

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
、
実
頼
が
天
禄
元
年
（
九
七

0
)
に
死
去
す
る
と
、
師
輔
の

長
男
で
円
融
天
皇
の
外
伯
父
に
あ
た
る
藤
原
伊
手
が
摂
政
を
継
い
だ
。

そ
の
伊
甲
が
天
禄
一
二
年
に
死
去
す
る
と
、
弟
の
藤
原
兼
通
が
す
で
に
元

服
し
て
い
た
円
融
天
皇
の
関
白
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
兼
通
に
注
目
し

た
い
。

兼
通
が
関
白
に
な
る
に
あ
た
っ
て
は
、
弟
の
藤
原
兼
家
と
の
確
執
が

と
か
く
話
題
に
の
ぼ
っ
て
き
た
。
兼
家
は
、
冷
泉
天
皇
の
蔵
人
頭
を
務

め
、
兄
を
超
え
て
権
大
納
言
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
兼
通
は

(23) 

権
中
納
言
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
『
大
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
妹
で
あ
り
康
保

元
年
に
死
去
し
た
円
融
天
皇
の
母
藤
原
安
子
か
ら
、
「
関
白
を
ば
し
だ

い
の
ま
ま
に
せ
さ
せ
給
へ
、
ゆ
め
ゆ
め
た
が
へ
さ
せ
給
ふ
な
」
と
い
う

書
付
け
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
を
み
た
円
融
天
皇
に
よ
っ
て
関
白
に

補
任
さ
れ
た
と
い
う
。
確
か
に
、
『
親
信
卿
記
』
天
禄
三
年
十
一
月
二
十

六
日
条
に
「
依
外
戚
之
重
．
、
前
宮
遺
命
也
」
と
あ
り
、
そ
の
出
来
事

の
実
在
を
窺
わ
せ
る
。
し
か
し
、
『
公
卿
補
任
』
は
兼
通
の
関
白
補
任
を

天
禄
―
―
一
年
と
す
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
年
に
は
十
月
一
一
十
七
日

に
内
覧
と
な
り
、
十
一
月
二
十
七
日
に
内
大
臣
と
な
っ
た
の
み
で
、
天

延
二
年
（
九
七
四
）
に
な
っ
て
一
一
月
一
―
十
八
日
に
太
政
大
臣
に
任
じ
ら

(25) 

れ
、
一
二
月
二
十
六
日
に
関
白
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
子
が
死
去

し
た
康
保
元
年
に
は
ま
だ
冷
泉
天
皇
も
即
位
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
点

で
安
子
が
「
関
白
を
ば
し
だ
い
の
ま
ま
に
せ
」
よ
と
遺
言
す
る
と
は
思

え
な
い
。
「
前
宮
遺
命
」
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
「
外
戚
之
重
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
憶
測
す
れ
ば
、
自
分
の
子
ど
も
（
冷
泉
天
皇
・
円
融
天
皇
）

が
即
位
し
た
ら
外
戚
を
頼
り
に
せ
よ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
兼
通
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
藤
原
頼

忠
の
存
在
で
あ
る
。
頼
忠
は
、
天
禄
一
一
年
に
右
大
臣
と
な
っ
て
お
り
、

藤
原
氏
の
氏
長
者
で
廟
堂
の
首
班
と
な
っ
て
い
て
、
兼
通
の
上
膜
で
あ
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っ
た
。
『
大
鏡
』
に
も
「
そ
の
時
頼
忠
の
お
と
ど
右
大
臣
に
て
お
は
し
ま

し
し
か
ば
、
道
理
の
ま
ま
な
ら
ば
、
こ
の
お
と
ど
の
し
給
ふ
べ
き
に
あ

り
し
に
」
と
あ
る
。
春
名
宏
昭
氏
は
、
兼
通
の
内
覧
は
藤
原
伊
¥
の
病

中
の
み
の
措
償
で
あ
り
、
伊
手
の
死
去
に
よ
り
解
消
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
、
そ
の
死
後
に
は
内
覧
も
関
白
も
設
置
せ

ず
、
天
延
二
年
に
至
っ
て
な
ぜ
、
兼
通
を
関
白
に
す
る
の
か
説
明
が
つ

か
な
い
。
ま
た
、
倉
本
一
宏
氏
は
、
兼
通
を
ま
ず
大
臣
と
し
て
執
政
経

験
を
積
ま
せ
、
そ
れ
か
ら
関
白
と
し
た
と
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
内

{289] 

覧
は
い
わ
ば
そ
の
試
用
期
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
そ
の
指

摘
の
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
兼
通
を
内
覧
と
し

た
時
点
で
関
白
と
す
る
こ
と
は
既
定
路
線
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
結

局
、
頼
忠
を
さ
し
お
い
て
兼
通
が
す
ぐ
に
関
白
と
な
る
こ
と
は
他
の
公

卿
の
納
得
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
内
大
臣

g29) 

内
覧
と
し
、
そ
れ
か
ら
太
政
大
臣
に
任
じ
て
か
ら
関
白
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
頼
忠
で
は
な
く
兼
通
を
関
白
と
し
た
と
い
う
こ

と
は
、
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
廟
堂
の
首
班
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
天
皇

の
外
戚
で
あ
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
兼
通
の
関
白
に
お
い
て
は
、
第
二
•
第
三
の
条
件
よ
り
も
第
一
を

重
視
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
兼
通
の
関
白
と
し
て
の
職
掌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
親
信
卿

記
』
天
禄
―
―
一
年
十
一
月
二
十
五
・
ニ
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
円
融
天
皇

と
頼
忠
と
で
官
奏
を
行
っ
て
お
り
、
兼
通
は
関
与
し
て
い
な
い
。
同
じ

く
『
親
信
卿
記
』
天
禄
四
年
四
月
十
七
日
条
に
お
い
て
も
、
直
物
に
源

兼
明
が
上
卿
を
勤
め
、
兼
通
は
関
与
し
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
の
時

期
は
兼
通
は
ま
だ
内
覧
で
あ
っ
て
関
白
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
内
覧
が

機
能
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
こ
の
こ
と
は
、
春
名
宏
昭
氏
が
兼
通

―-30-

は
伊
手
の
病
中
の
み
の
内
覧
で
あ
る
と
す
る
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
兼
通
が
関
白
に
な
る
の
は
既
定
路
線
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
頼
忠
を
さ
し
お
い
て
関
白
と
な
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
ず
内
覧
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が

兼
通
の
内
覧
と
し
て
の
権
能
を
曖
昧
に
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

関
白
と
な
っ
て
以
後
の
兼
通
で
は
、
貞
元
―
一
年
（
九
七
七
）
に
頼
忠

を
関
白
と
し
た
除
目
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
死
期
が
迫
っ
た
兼

通
の
邸
宅
に
弟
の
兼
家
の
牛
車
が
向
か
っ
て
来
る
の
を
、
日
頃
の
確
執

を
捨
て
て
兼
家
が
見
舞
い
に
来
る
も
の
と
兼
通
は
勘
違
い
し
た
が
、
兼

家
は
こ
れ
を
期
に
関
白
に
補
任
し
て
も
ら
お
う
と
素
通
り
し
て
内
裏
に

向
か
っ
た
の
で
、
怒
っ
た
兼
通
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
参
内
し
、

頓
忠
を
関
白
と
し
兼
家
を
解
官
す
る
除
目
を
行
っ
た
と
い
う
『
大
鏡
』

-31-

に
載
せ
ら
れ
た
話
が
お
な
じ
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
日
本
紀
略
』
貞

元
二
年
十
月
十
一
日
条
に
は
、

太
政
大
臣
上
表
、
請
レ
罷
関
白
＼
勅
許
レ
之
、
今
日
早
旦
、
太
政

大
臣
自
二
桂
芳
坊
歪
亥
御
在
所
＼
巳
刻
、
還
孟
百
同
坊
、
午
時
、

左
大
臣
頼
忠
参
入
、
次
櫂
中
納
言
藤
原
済
時
参
入
、
著
桂
芳
坊

、
権
大
納
言
朝
光
召
外
記
＼
令
レ
固
＿
諸
陣
ー
、
於
桂
芳
坊
一



74 

有
除
且
、
（
後
略
）

と
あ
る
。
関
白
は
通
常
、
御
前
に
お
い
て
除

H
に
候
す
と
認
識
さ
れ
て

お
り
、
『
大
鏡
』
で
も
こ
の
時
の
除
目
が
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
は
兼
通
は
御
前
で
は
な
く
、
関
白
の
直
慮
で
あ
る
桂
芳
坊

で
除
目
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
臨
時
の
除
且
と
は
い
え
、
む
し
ろ

摂
政
儀
に
近
い
形
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
関
白
と
な
っ
た
頻
忠
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
兄
弟
の
確
執

か
ら
、
ほ
ど
な
く
死
去
す
る
兼
通
が
、
兼
家
で
は
な
く
頼
忠
を
関
白
と

し
た
と
い
う
先
の
『
大
鏡
』
の
話
が
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
こ
れ
は
、
第
．
の
条
件
の
天
皇
の
外
戚
で
は
な
く
、
再
び
第
一
一
・

第
三
の
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
廟
堂
の
首
班
で
あ
る
関
白
と
い
う
原
則
に

戻
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
今
回
は
頼
忠
が
関
白
と
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
藤
原
伊
井
が
死
去
し
た
時
に
は
、
頼
忠
は
前
年
に
右

大
臣
に
な
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
経
験
が
浅
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

点
、
官
位
が
低
く
て
も
外
戚
の
兼
通
を
、
ま
ず
内
覧
に
し
続
い
て
関
白

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
は
頼
忠

が
大
臣
に
な
っ
て
か
ら
七
年
も
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
実
績
か
ら
重
み

が
増
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
関
白
と
し
て
の
要
件
を
最
も

備
え
て
い
る
頼
忠
を
そ
れ
に
補
任
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
永
観

二
年
（
九
八
四
）
に
円
融
天
皇
が
花
山
天
皇
に
譲
位
し
て
も
、
引
き
続

き
頻
忠
が
関
白
と
な
る
。
こ
れ
は
、
成
人
犬
皇
が
即
位
し
た
り
天
皇
が

元
服
し
た
時
に
、
前
摂
政
に
関
白
の
処
遇
を
与
え
た
よ
う
に
、
一
度
、

関
白
の
待
遇
を
与
え
た
場
合
、
天
皇
が
交
替
し
た
か
ら
と
い
っ
て
簡
単

に
そ
の
待
遇
を
反
故
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
頼
忠
に
つ
い
て
は
、
今
正
秀
氏
が
『
小
右
記
』
天
元
五
年
（
九

八
―
-
）
の
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
記
事
を
検
討
し
、
円
融
天
皇
が
、
叙

位
・
除
目
や
恒
例
・
臨
時
の
諸
行
事
の
運
営
、
そ
の
他
の
政
務
に
関
し

て
頼
忠
に
様
々
な
諮
間
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
花
山
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
円
融
天
皇
ほ
ど
頼
忠
に
諮
問
し
て

い
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
が
替
わ
る
と
、
関
白
へ
の
対
し

方
に
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
永
観
一
一
年
十
二
月
二
十
八

日
か
ら
翌
年
正
月
五
日
に
か
け
て
、
花
山
天
皇
が
下
す
文
書
を
頼
忠
が

留
め
て
い
る
例
を
春
名
宏
昭
氏
が
見
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
花
山
天
皇
が
一
条
天
皇
に
譲
位
す

る
と
、
そ
の
外
祖
父
で
あ
る
藤
原
兼
家
が
よ
う
や
く
摂
政
と
な
る
。
こ

こ
で
、
頼
忠
は
病
中
で
も
な
く
関
白
を
と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、
摂
政
・

関
白
が
生
前
に
辞
め
る
画
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
兼
家
は
、

摂
政
に
就
仔
す
る
と
右
大
臣
を
辞
退
す
る
。
こ
れ
は
、
上
騰
に
太
政
大

臣
の
頼
忠
が
お
り
、
摂
政
が
大
臣
と
し
て
の
序
列
が
低
く
な
る
の
は
不

都
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
摂
政
•
関
白
が
大
臣
を
超
越

す
る
画
期
と
な
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

同
時
に
、
第
二
の
条
件
の
廟
堂
の
首
班
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
第
一
の

天
皇
の
外
戚
で
あ
る
こ
と
の
方
が
摂
政
•
関
白
の
条
件
と
し
て
確
定
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
後
、
摂
政
•
関
白
と
な
っ
た
者
が
藤
原
氏
の
氏
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長
者
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
正
暦
元
年
（
九
九

O
)
正
月
五
日
に
一
条
天
白
主
は
十
一
歳

と
い
う
異
例
の
若
さ
で
元
服
し
、
兼
家
は
五
月
五
日
に
関
白
に
転
じ
る

が
、
そ
の
三
日
後
の
八
日
に
は
長
男
の
藤
原
道
隆
に
関
白
を
譲
り
、
七

月
一
一
日
に
兼
家
は
死
去
す
る
。
道
隆
は
、
五
月
二
十
六
日
に
摂
政
と
な

り
、
正
暦
四
年
に
再
び
関
白
と
な
る
。
同
一
の
天
皇
で
ま
ず
関
白
と
な

っ
て
か
ら
摂
政
に
転
ず
る
事
例
は
こ
れ
の
み
で
あ
り
、
異
例
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
一

条
天
皇
が
十
一
歳
で
元
服
し
た
の
は
、
兼
家
の
病
状
が
進
ん
で
い
る
状

況
に
あ
っ
て
、
道
隆
の
娘
藤
原
定
子
の
入
内
・
立
后
を
急
が
せ
る
た
め

(36) 

で
あ
り
、
そ
の
元
服
に
伴
っ
て
兼
家
は
関
白
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
道
隆
も
そ
の
あ
と
を
継
ぐ
か
た
ち
で
関
白
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
十
一
歳
の
天
皇
で
は
執
政
能
力
を
期
待
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
元
服
し
た
天
皇
は
、
成
人
天
皇
と
し
て
執
政
能
力
あ

り
と
観
念
さ
れ
て
い
た
が
、
現
実
に
は
ま
だ
そ
の
力
量
を
伴
っ
て
い
な

か
っ
た
。
藤
原
良
房
や
基
経
は
、
清
和
天
皇
、
陽
成
天
皇
が
元
服
し
た

後
も
摂
政
を
続
け
て
お
り
、
藤
原
忠
平
が
摂
政
か
ら
関
白
に
転
じ
た
の

も
、
朱
雀
天
皇
の
元
服
か
ら
四
年
後
で
あ
る
。
後
世
の
例
で
あ
る
が
、

藤
原
頼
通
以
降
、
天
皇
の
元
服
に
伴
っ
て
摂
政
か
ら
関
白
に
転
じ
て

も
、
当
分
の
間
、
准
摂
政
の
詔
を
賜
り
天
皇
大
権
を
代
行
し
て
い
る
。

一
条
天
皇
は
十
一
歳
で
元
服
し
た
も
の
の
、
現
実
に
は
執
政
し
得
ず
、

そ
こ
で
、
一
旦
、
関
白
と
な
っ
た
道
隆
を
摂
政
と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

道
隆
の
病
中
、
そ
の
息
男
の
藤
原
伊
周
が
内
覧
と
な
る
が
、
道
隆
の

死
後
、
弟
の
藤
原
道
兼
が
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
四
月
二
十
七
日
に
関

白
と
な
る
。
し
か
し
、
五
月
八

H
に
死
去
し
て
お
り
、
関
白
と
し
て
の

実
績
は
な
い
。

こ
の
間
、
兼
家
・
道
兼
の
関
白
の
在
任
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
四

H
.
+

一
日
と
短
く
、
両
者
と
も
に
実
質
的
な
職
務
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
対
し
道
隆
は
、
一
条
天
皇
が
十
四
歳
か
ら
十
六
歳
ま
で
の
二
年
間
、

関
白
を
務
め
て
お
り
、
道
隆
主
導
で
政
務
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

-38) 

が
、
倉
本
一
宏
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、
藤
原
道
長
が
内
覧
と
な
る
が
、
関
白
は
ず
っ
と
不
在
と
な

る
。
再
び
関
白
が
登
場
す
る
の
は
、
後
一
条
天
皇
の
摂
政
だ
っ
た
藤
原

頼
通
が
、
寛
仁
一
一
生
年
二

0
―
八
）
に
関
白
に
転
じ
た
時
で
あ
る
。
し

か
し
、
頼
通
は
摂
政
時
代
か
ら
、
父
の
道
長
が
大
殿
と
し
て
健
在
で
あ

り
、
そ
れ
が
万
寿
四
年

(
1
0
一
一
七
）
ま
で
続
き
、
実
権
は
道
長
が
握

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
頼
通
は
後
朱
雀
天
皇
・
後
冷
泉
天
皇
の
関
白

も
務
め
、
治
暦
三
年

(
1
0
六
七
）
ま
で
四
十
八
年
間
、
関
白
を
続
け

て
い
た
が
、
こ
の
頼
通
の
関
白
に
つ
い
て
は
、
「
可
レ
在
勅
誼
」
と
い

う
表
現
が
散
見
し
、
諮
問
さ
れ
て
も
天
皇
の
判
断
に
任
せ
る
例
が
多
く

検
出
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
関
白
の
形
骸
化
を
示
す
一
例
で
あ
り
、

院
政
に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
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-l-、
天
皇
と
関
白

以
上
、
関
白
の
補
任
状
況
と
具
体
的
な
職
掌
を
概
観
し
て
き
た
が
、

そ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

関
白
は
ま
ず
、
摂
政
経
験
者
の
特
別
待
遇
と
し
て
創
出
さ
れ
た
も
の

で
、
摂
政
か
ら
派
生
し
た
役
職
と
い
え
る
。
摂
政
は
、
天
皇
の
外
戚
で

廟
堂
の
首
班
、
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
王
権
代
行
者

た
り
得
た
が
、
天
皇
が
交
替
し
て
関
白
と
な
っ
た
場
合
、
外
戚
で
は
な

い
場
合
も
発
生
し
た
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
王
権
を
代

行
す
る
た
め
に
は
、
さ
き
の
三
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
こ
そ
ふ
さ
わ

し
い
の
は
確
か
だ
が
、
摂
政
で
あ
っ
て
も
外
戚
で
な
い
事
例
が
存
在
し

た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
条
件
す
べ
て
を
備
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
関
白
の
場
合

は
、
外
戚
で
あ
る
こ
と
と
廟
堂
の
首
班
で
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
る
こ

と
が
、
早
く
か
ら
甑
齢
す
る
例
が
み
ら
れ
た
。
当
初
は
、
『
皇
室
制
度
史

料
』
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
廟
堂
の
首
班
で
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
る

こ
と
が
関
白
の
条
件
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
や
が
て
、
天

皇
の
外
戚
で
あ
る
こ
と
の
方
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
転
換
す
る
の
だ

が
、
そ
の
画
期
と
す
べ
き
は
藤
原
兼
通
で
あ
る
。
兼
通
は
は
じ
め
内
覧

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
後
、
内
大
臣
さ
ら
に
は
太
政
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
て
か

ら
関
白
に
補
任
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
あ
く
ま
で
も
廟
堂
の

首
班
で
藤
原
氏
の
氏
長
者
と
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
兼

通
を
内
覧
と
し
た
時
点
で
、
廟
堂
の
首
班
で
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
あ
っ

た
藤
原
頼
忠
を
関
白
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
初
め
か
ら
外
戚
で
あ
る
兼

通
を
関
白
と
す
る
意
向
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
一
旦
は

外
戚
で
は
な
い
頼
忠
が
関
白
に
補
任
さ
れ
る
が
、
続
く
藤
原
兼
家
以

降
、
摂
政
•
関
白
に
就
任
す
る
と
大
臣
を
辞
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

上
脹
の
大
臣
が
存
在
す
る
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

が
、
摂
政
•
関
白
の
条
件
と
し
て
、
廟
堂
の
首
班
で
あ
る
よ
り
も
天
皇

の
外
戚
の
方
を
重
視
す
る
こ
と
を
決
定
的
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
一
旦
権
能
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
病
気
で
も
な
い
限
り
そ
の
職
を

離
れ
な
か
っ
た
摂
政
•
関
白
が
、
生
前
に
辞
め
る
こ
と
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
、
関
白
の
職
掌
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
慶
八
年
に
光
孝
天
皇

が
藤
原
基
経
に
下
し
た
詔
に
み
ら
れ
る
文
書
の
内
覧
を
基
本
的
職
務
と

し
た
。
し
か
し
諸
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
天
皇
の
諮
問
に

預
か
り
、
そ
の
直
慮
等
に
お
い
て
叙
位
・
除
目
を
行
い
、
時
と
し
て
奏

上
す
る
文
書
を
取
捨
選
択
し
た
り
下
す
文
書
を
留
め
た
り
す
る
な
ど
、

天
皇
の
決
裁
に
関
与
す
る
大
き
な
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
こ
が
単
な
る
内
覧
と
の
違
い
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
職
務
を

担
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
関
白
の
職
掌
と
し
て

恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
個
々
の
関
白
に
よ

っ
て
そ
の
権
能
に
強
弱
の
差
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
た
と
え

ば
、
藤
原
実
頼
や
初
期
の
兼
通
、
そ
し
て
花
山
天
皇
の
時
の
頻
忠
ら
は
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関
白
と
し
て
の
重
き
に
今
―
つ
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
実

頼
や
頼
忠
は
、
従
来
、
天
皇
と
の
外
戚
関
係
に
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
よ

う
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
関
白
が
摂
政
で
あ
っ
た
者
の
特
別

待
遇
と
し
て
創
出
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
加
え

て
、
摂
政
経
験
の
有
無
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
王
権
代
行
者
た
る
摂
政
を
経
験
し
た
者
は
、
そ
れ

を
経
ず
に
関
白
に
な
っ
た
者
よ
り
も
、
関
白
と
し
て
の
権
威
・
権
能
を

よ
り
強
く
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
関
白
の
権
能
の
強
弱
の
差
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
さ
ら
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
時
々
の
天
皇
と
の
関
係
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
天
皇
と
関
白
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

、。し光
孝
天
皇
や
宇
多
天
皇
、
さ
ら
に
は
朱
雀
天
皇
や
村
上
天
皇
も
、
摂

政
経
験
者
で
あ
っ
た
基
経
や
忠
平
を
優
遇
し
、
王
権
を
擁
護
さ
せ
た
の

で
あ
り
、
ま
た
、
冷
泉
天
皇
の
場
合
、
そ
の
個
人
的
資
質
に
よ
り
、
摂

政
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
実
頼
を
関
白
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
円
融
天
皇
で
あ
る
。
十
一
歳
で
即
位
し
た
円
融
天
皇

は
、
当
初
、
実
頼
や
藤
原
伊
手
を
摂
政
と
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
死
後
、

す
で
に
十
四
歳
で
元
服
し
て
お
り
、
摂
政
経
験
者
も
生
存
し
て
い
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
関
白
を
置
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

円
融
天
皇
が
元
服
し
た
の
は
、
天
禄
三
年
正
月
三
日
で
あ
る
が
、
そ
の

後
も
伊
手
は
死
去
す
る
直
前
の
十
月
ま
で
摂
政
を
続
け
て
い
た
。
こ
れ

は
、
そ
れ
以
前
の
清
和
天
皇
・
陽
成
天
皇
・
朱
雀
天
皇
に
い
ず
れ
も
元

服
後
も
摂
政
が
置
か
れ
続
け
た
よ
う
に
、
決
し
て
不
思
議
な
こ
と
で
は

な
い
。
円
融
天
皇
も
、
元
服
し
て
も
す
ぐ
に
執
政
の
力
量
が
備
わ
っ
て

い
た
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
父
村
上
天
皇
は
も

ち
ろ
ん
、
母
藤
原
安
子
、
外
祖
父
藤
原
師
輔
が
す
で
に
こ
の
世
に
な
く
、

さ
ら
に
兄
冷
泉
天
皇
の
系
統
と
の
関
係
は
微
妙
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
村
上
天
皇
か
ら
冷
泉
天
皇
へ
は
直
系
継
承
で
あ
る
の
に
対
し
、
円

融
天
皇
は
兄
弟
継
承
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
、
正
統
な
皇
統
は
冷
泉
天

皇
系
に
あ
っ
て
、
円
融
天
皇
系
は
一
代
限
り
で
あ
る
可
能
性
を
有
し
て

い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
皇
統
の
分
裂
状
態
に
お
い
て
、
円
融
天

皇
は
自
ら
の
王
権
を
擁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

こ
で
、
活
用
さ
れ
た
の
が
関
白
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
甲
死
後
、
摂
政

経
験
者
が
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
冷
泉
天
皇
の
よ
う
に
資
質
に
問
題
が

あ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
円
融
天
皇
が
関
白
を
必
要
と
し
た

の
か
、
そ
こ
に
は
こ
う
し
た
事
情
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
円
融
天
皇

(10) 

が
ま
ず
頼
り
と
し
た
の
は
、
外
戚
の
兼
通
で
あ
り
、
当
時
と
し
て
は
異

例
の
抜
擢
が
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
上
脹
に
藤
原
氏
の
氏
長
者
で
右
大

臣
で
あ
っ
た
頼
忠
が
お
り
、
兼
通
が
内
覧
と
な
っ
た
当
初
は
そ
れ
が
機

能
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
こ
で
経
験
を
積
ま
せ
た
う
え
で
兼
通

を
太
政
大
臣
関
白
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
兼
通
の
死
後
は
、
実
績

を
積
ん
だ
頼
忠
を
関
白
と
し
て
王
権
を
擁
護
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
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よ
う
に
、
円
融
天
皇
は
関
白
を
積
極
的
に
活
用
し
た
の
で
あ
り
、
成
人

天
皇
の
時
に
恒
常
的
に
関
白
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
ま

た
、
摂
政
•
関
白
と
し
て
外
戚
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

円
融
天
皇
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
先
例
と
し
て
後
世
に
大
き
く
影

響
を
与
え
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
円
融
天
皇
が
花
山
天
皇
に
譲
位
す
る
と
、
花
山
天

皇
は
前
関
白
で
あ
る
頼
忠
を
引
き
続
き
関
白
と
し
た
も
の
の
、
前
迩
し

た
よ
う
に
、
円
融
天
皇
ほ
ど
関
白
を
活
用
し
な
か
っ
た
。
頼
忠
は
、
天

凰
と
外
戚
関
係
に
な
い
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
よ
そ
人
」
の
関
白
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
確
か
に
、
花
山
天
皇
は
、
頼
忠
よ
り
外
戚
の
藤
原
義

懐
を
重
用
し
て
い
た
面
は
み
ら
れ
る
が
、
頼
忠
が
「
よ
そ
人
」
の
関
白

と
呼
ば
れ
た
の
は
、
花
山
天
皇
が
関
白
を
積
極
的
に
活
用
し
な
か
っ
た

結
果
な
の
で
は
な
い
か
。
花
山
天
皐
は
、
頼
忠
を
前
天
皇
の
関
白
と
し

て
優
遇
し
た
の
み
で
あ
り
、
自
身
が
成
人
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
こ
と

も
あ
り
、
関
白
の
必
要
性
を
あ
ま
り
強
く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
に
よ
っ
て
違
い
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

関
白
を
活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、
あ
く
ま
で
も
天
皇
次
第
だ
っ
た
の
で

あ
る
。一
条
天
皇
は
、
摂
政
で
あ
っ
た
藤
原
兼
家
を
関
白
と
し
、
藤
原
道
隆

も
摂
政
•
関
白
の
順
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
み
ら
れ
る
が
、
事
実
上
、
関

白
だ
っ
た
の
は
道
隆
の
一
―
年
間
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
一
条
天

皇
も
外
伯
父
で
あ
り
舅
で
あ
る
道
隆
を
頼
り
と
し
た
で
あ
ろ
う
3

そ
し

て
、
道
隆
の
死
後
は
弟
の
藤
原
道
兼
を
関
白
と
し
た
。
と
こ
ろ
か
、
そ

の
死
後
、
藤
原
道
長
を
内
覧
と
し
た
の
み
で
、
関
白
を
置
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
当
初
、
道
長
と
藤
原
伊
周
と
の
確
執
か
ら
、
い
ず
れ
を
関
白
と

す
る
か
決
定
で
き
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
抗
争
に
決
着
が
つ

い
た
後
も
道
長
は
内
覧
に
と
ど
ま
り
関
白
と
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
通
説
で
は
、
道
長
は
内
覧
と
一

t
の
両
方
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
強
大
な
権
限
を
有
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
執
政
能

カ
の
あ
る
成
人
天
皇
は
、
本
来
な
ら
摂
政
経
験
者
が
い
な
け
れ
ば
関
白

を
置
く
必
要
は
な
い
の
で
あ
り
、
十
七
歳
に
成
長
し
た
一
条
天
皇
は
関

白
を
置
く
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
こ

そ
が
摂
関
政
治
の
有
る
べ
き
形
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
道
長
は
内
覧
と
し
て
の
実
績
を
積
み
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
関
白

と
な
ら
な
く
と
も
次
第
に
そ
れ
と
同
等
の
権
能
を
有
し
て
い
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
続
く
三
条
天
白
立
に
も
注
目
し
た
い
。
三
条
天
皇
は
道
長
に
関

白
の
要
請
を
す
る
が
、
こ
れ
は
自
ら
の
権
力
が
不
安
定
で
あ
り
眼
病
も

患
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
廟
堂
に
お
い
て
絶
大
な
重
み
を
持
っ

て
い
た
道
長
を
関
白
と
す
る
こ
と
で
、
天
皇
権
力
を
安
定
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
道
長
に
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

著
し
く
弱
体
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
道
長
に
は
三
条
天
皇

を
退
位
さ
せ
て
、
孫
で
あ
る
後
一
条
天
皇
の
即
位
を
早
め
た
い
と
い
う

意
図
が
感
じ
ら
れ
な
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
三
条
天
皇
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と
道
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
倉
本
一
宏
氏
は
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し

て
い
る
。
道
長
は
三
条
天
皇
と
個
人
的
に
対
立
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、
政
務
・
儀
式
・
作
文
に
お
い
て
過
剰
な
振
る
舞
い
を
す
る
三
条
天

白
主
は
、
次
第
に
公
卿
層
か
ら
の
支
持
を
失
い
、
そ
し
て
、
道
長
は
公
卿

ら
の
意
志
を
代
弁
す
る
態
度
・
行
動
を
と
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
天
皇
は
貴
族
層
の
支
持
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
専
権
を
振
る
う

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
強
す
る
と
こ
ろ
に
関
白
の
存

在
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
後
一
条
天
皇
・
後
朱
雀
天
皇
・
後
冷
泉
天
皇
は
、
初
め
二

年
近
く
摂
政
を
務
め
た
藤
原
頓
通
を
、
三
人
合
わ
せ
て
実
に
四
十
八
年

の
長
き
に
わ
た
っ
て
関
白
と
し
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
成
人
天
皇
の

補
佐
と
し
て
関
白
が
定
着
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
摂
関
家
が

成
立
す
る
画
期
と
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
定
式
化
は

形
式
的
に
関
白
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
、
形
骸
化
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
犬
皐
と
関
白
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
ぎ
た
が
、
天
皇
に
よ

っ
て
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
積
極
的
に
活
用
し
た
天
皇
の
も
と

で
は
、
関
白
は
単
な
る
内
覧
の
臣
を
超
え
る
職
務
を
行
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
摂
政
経
験
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
関
白
を
最
も
活
用
し
た
の
は
円
融
天
皇
で
あ
る
。
摂
政
か
ら
派

生
し
た
関
白
が
独
立
す
る
圃
期
と
な
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
冷
泉
天

皇
の
時
の
藤
原
実
頼
で
あ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
関
白
と
し
て
の
権
能
に

お
わ
り
に

今
―
つ
欠
け
て
い
た
。
そ
れ
が
、
自
ら
の
皇
統
の
不
安
定
と
い
う
状
況

が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
円
融
天
皇
に
よ
っ
て
関
白
が
積
極
活
用
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
成
人
天
皇
の
時
に
も
王
権
擁
護
者
と
し
て
の
関
白
が
恒

常
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
関
白
を
あ
ま
り

重
用
し
な
か
っ
た
花
山
天
皇
に
お
い
て
は
、
一
般
に
は
藤
原
頼
忠
の
関

白
と
し
て
の
権
威
の
弱
さ
が
誇
張
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
逆
に
、
天

皇
自
身
の
王
権
の
脆
弱
さ
を
も
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
、
藤
原
道
長
を
関
白
に
で
き
な
か
っ
た
三
条
天
皇
の
王
権
も
不
安

定
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
関
白
の
王
権
擁
護
者
と
し
て
の
存
在

意
義
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
外
は
、
藤
原

道
兼
死
後
の
一
条
犬
皇
で
あ
る
が
、
藤
原
伊
周
と
の
確
執
が
決
着
し
た

後
も
道
長
を
関
白
と
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
内
覧
の
道
長
を
実
質
的
に

擁
護
者
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
権
を
安
定
化
さ
せ
て
い
た
の
で
あ

る。
関
白
は
、
当
初
、
犬
白
烹
の
外
戚
で
あ
る
こ
と
と
、
藤
原
氏
の
氏
長
者

で
朝
堂
の
首
班
で
あ
る
こ
と
と
で
は
、
後
者
の
方
が
よ
り
重
視
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
関
白
が
摂
政
経
験
者
の
特
別
待
遇
と
し
て
発
生
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
外
戚
関
係
に
な
い
成
人
天
皇
が
即
位
す
る
こ
と
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
関
白
が
内
覧
の
機
能
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
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天
皇
の
諮
問
に
預
か
り
、
叙
位
・
除
目
を
行
い
、
時
と
し
て
奏
上
す
る

文
書
を
取
捨
選
択
し
た
り
下
す
文
書
を
留
め
た
り
、
天
皇
の
決
裁
に
関

与
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
単
な
る
内
覧
の
臣
で
は
な
く
、
他
の

臣
下
を
超
越
す
る
権
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
他
の
公
卿
の

納
得
を
得
ら
れ
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
恒
常
的
な
権
能
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
時
々
の
天
皇
と

の
関
係
に
お
い
て
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
次
第
に
関
白
補
任
に
お

い
て
も
、
天
皇
の
外
戚
で
あ
る
こ
と
が
童
視
さ
れ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
執
政
能
力
を
有
す
る
と
み
ら
れ
る
成
人
天
皇
に
、
な
ぜ
関
白

が
必
要
だ
っ
た
の
か
。
当
該
期
の
宮
廷
社
会
を
み
て
み
る
と
、
九
世
紀

末
に
天
皇
と
の
人
格
的
関
係
に
も
と
づ
く
宮
廷
秩
序
の
緊
密
化
と
縮
小

化
が
起
き
る
一
方
、
醍
醐
天
皇
の
皇
子
保
明
親
王
・
孫
慶
頼
王
の
死
に

よ
っ
て
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
の
兄
弟
継
承
と
な
げ
、
安
定
的
な
直
系

継
承
が
崩
れ
る
。
さ
ら
に
、
冷
泉
天
皇
・
円
融
天
皇
の
兄
弟
継
承
に
よ

っ
て
皇
統
が
定
ま
ら
ず
、
結
果
的
に
両
統
迭
立
状
態
と
な
っ
た
。
当
初
、

関
白
は
摂
政
経
験
者
の
特
別
待
遇
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

単
な
る
優
遇
で
は
な
く
、
前
摂
政
を
関
白
と
す
る
こ
と
で
王
権
を
擁
護

さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
個
人
的
資
質
に
問
題
の
あ

っ
た
冷
泉
天
皇
に
対
し
、
摂
政
未
経
験
者
の
関
白
が
置
か
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
関
白
が
摂
政
か
ら
独
立
し
制
度
化
す
る
画
期
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
皇
統
・
王
権
の
不
安
定
な
状
況
の
な
か
で
、
関
白
を

王
権
擁
護
者
・
後
見
と
し
て
最
も
積
極
的
に
活
用
し
た
の
が
円
融
天
皇

で
あ
り
、
そ
れ
が
、
関
白
が
恒
常
的
に
設
置
さ
れ
る
大
苔
な
要
因
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
政
務
の
決
裁
権
は
天
皇
に
あ
っ
た
と
し

て
も
、
決
定
の
内
容
が
恣
意
的
で
貴
族
層
の
総
意
に
反
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
専
権
を
振
る
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
天
皇
権
力
を
擁
護
し
、
貴
族
層
と
の
関
係
を
調
整
す
る
と

こ
ろ
に
関
白
・
内
覧
を
設
置
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
そ
の

存
在
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
一
方
で
、
関
白
を
必
要
と
せ

ず
、
そ
れ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
意
志
の
な
い
天
皇
が
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
天
皇
の
王
権
は
往
々
に
し
て
脆
弱
だ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

註(
l
)

近
年
の
摂
関
政
治
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、

多
く
の
蓄
積
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
坂
上
康
俊
「
関
白
の
成
立
過

程
」
（
笹
山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
絹
『
日
本
律
令
制
論
集
』
下
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
―
―
一
年
）
、
同
「
初
期
の
摂
政
•
関
白
に
つ
い
て
」

（
笹
山
晴
生
福
『
日
本
律
令
制
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一

1
0
0
三

年
）
、
今
正
秀
「
摂
政
制
成
立
考
」
（
『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
ー
一
、
一
九

九
七
年
）
、
同
「
摂
政
制
成
立
再
考
」
（
『
国
史
学
』
一
九
七
、
二

0
0
九

年
）
、
古
瀬
奈
津
＋
「
摂
関
政
治
成
立
の
歴
史
的
意
義
ー
摂
関
政
治
と

母
后
ー
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
六
三
、
二

0
0
一
年
）
、
同
「
摂
関
政



81 研究ノート

治
と
王
権
ー
平
安
中
期
に
お
け
る
王
権
」
（
大
津
透
編
『
王
権
を
考
え

る
前
近
代
日
本
の
天
皇
と
権
力
』
山
川
出
版
社
、
二

0
0
六
年
）

な
ど
を
挙
げ
て
お
く
が
、
ほ
か
は
適
宜
、
触
れ
て
い
き
た
い
。

(
2
)
『
西
宮
記
』
巻
八
、
摂
政
•
関
白
。
『
台
記
』
仁
平
元
年
（
―
-
五

-
）
三
月
一
日
条
。

(
3
)

宮
内
庁
書
陵
部
編
「
摂
政
の
意
義
お
よ
び
沿
革
」
（
『
皇
室
制
度

史
料
』
摂
政
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
。

(
4
)

宮
内
庁
書
陵
部
編
「
関
白
の
補
任
お
よ
び
解
任
」
（
『
皇
室
制
度

史
料
』
摂
政
二
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
―
一
年
）
。

(
5
)

宮
内
庁
書
陵
部
編
「
関
白
の
職
掌
お
よ
び
待
遇
」
（
前
掲
註

(
4
)
書）

(
6
)

『
日
本
一
二
代
実
録
』
元
慶
八
年
六
月
五
日
甲
午
条
。

(
7
)

坂
本
賞
一
―
-
「
一
人
諮
問
の
由
来
」
（
「
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部

紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九

0
年）。

(
8
)

春
名
宏
昭
「
草
創
期
の
内
覧
に
つ
い
て
」
（
『
往
令
国
家
官
制
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）
。

(
9
)

『
西
宮
記
』
巻
八
、
関
白
。
『
江
家
次
第
』
巻
第
二
、
叙
位
。
『
雲

図
抄
』
五
日
叙
位
議
事
。

(10)

吉
川
真
司
「
摂
関
政
治
の
転
成
」
（
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙

書
房
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
。
同
「
藤
原
良
房
・
基

経
」
（
吉
川
真
司
編
『
古
代
の
人
物
④
平
安
の
新
京
』
清
文
堂
、
二
〇

一
五
年
）
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
関
白
は
摂
政
か
ら
派
生
し

た
役
職
と
い
え
る
の
で
、
太
政
大
臣
と
摂
政
•
関
白
と
は
性
質
を
異

に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(11)

『
政
事
要
略
』
巻
―
―
-
+
、
年
中
行
事
、
阿
衡
事
、
仁
和
三
年
十
一

月
二
十
一
日
詔
。
註

(
6
)
参
照
。

(12)

坂
本
賞
―
―
-
「
関
白
の
創
始
」
（
『
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部
紀
要
』

三
、
一
九
九
一
年
）
。

(13)

拙
稿
「
摂
関
政
治
の
諸
段
階
」
（
『
国
史
学
』
一
九
七
‘
―

1
0
0
九

年
）
。
同
「
阿
衡
の
紛
議
と
藤
原
基
経
の
関
白
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』

三
九
三
、
―

-
0
―
一
年
）
。

(14)

『
日
本
＾
二
代
実
録
』
元
慶
八
年
六
月
十
七
日
丙
午
条
、
仁
和
元
年

正
月
朔
条
、
同
五
月
朔
条
。

(15)

土
田
直
鎮
「
類
緊
一
1

代
格
所
収
の
上
卿
」
（
『
奈
良
平
安
時
代
史

研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）
。

(
1
6
)諸
星
由
美
枝
「
前
期
摂
関
政
治
に
お
け
る
摂
政
•
関
白
の
権
能

ー
関
白
藤
原
基
経
の
政
治
的
地
位
を
中
心
に
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
人

文
科
学
論
集
』
九
‘
―

1
0
0
0
年
）
。
拙
稿
前
掲
註

(13)
論
文
。

(17)

『
政
事
要
略
』
巻
三
十
、
年
中
行
事
、
阿
衡
事
、
仁
和
四
年
六
月

二
日
詔
。

(18)

春
名
宏
昭
前
掲
註

(
8
)
論
文
。

(19)

『
本
朝
世
紀
』
天
慶
四
年
十
二
月
十
七
日
・
十
八
日
・
十
九
日

条
、
天
慶
五
年
一
1
月
一
丁
~
五H
·

二
十
六
日
・
ニ
十
七
日
・
ニ
十
八

日
・
ニ
十
九
日
条
。
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(20)

拙
稿
「
平
安
時
代
の
王
権
と
摂
関
政
治
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
七

六
八
、
二

0
0
二
年
）
。

(21)

立
花
真
直
「
藤
原
実
頼
・
頼
忠
に
み
る
関
白
の
政
治
的
意
味
」

（
『
国
史
学
』
一
九
七
‘
―

1
0
0
九
年
）
。
渡
辺
滋
「
冷
泉
朝
に
お
け
る

藤
原
実
頼
の
立
場
」
（
『
日
本
歴
史
』
七
八
七
‘
―

1
0
一
三
年
）
。

(22)

『
類
緊
符
宣
抄
』
巻
四
、
帝
皇
不
予
、
八
月
十
九
日
宣
旨
。

(23)

『
大
鏡
』
中
、
藤
原
兼
通
段
。

(24)

『
公
卿
補
任
』
犬
禄
一
二
年
の
関
白
藤
原
兼
通
の
項
に
「
十
一
月
廿

一
日
詔
為
関
白
」
と
あ
る
。

(25)

『
公
卿
補
任
』
天
禄
三
年
の
権
中
納
言
藤
原
兼
通
の
項
に
「
十
月

廿
七
日
宣
、
太
政
大
臣
不
レ
従
レ
事
之
間
宜
レ
勤
4
行
公
務
一
者
」
と
あ

る
。
『
日
本
紀
略
』
天
禄
三
年
十
一
月
二
十
七
日
条
、
天
延
―
一
年
二
月

―
―
十
八
日
条
、
同
三
月
二
十
六
日
条
。
山
本
信
吉
「
平
安
中
期
の
内

覧
に
つ
い
て
」
（
『
摂
関
政
治
史
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
一

1
0
0
1
!
一年、

初
出
一
九
七
二
年
）
。

(26)

倉
本
一
宏
「
藤
原
兼
通
の
政
権
獲
得
過
程
」
（
笹
山
晴
生
編
『
日

本
律
令
制
の
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
三
年
）
。

(27)

春
名
宏
昭
前
掲
註

(
8
)
論
文
。

(28)

倉
本
一
宏
前
掲
註

(26)
論
文
。

(
2
9
)内
覧
は
、
摂
政
•
関
白
に
適
任
者
が
い
な
い
か
、
特
定
の
誰
か

を
そ
れ
に
補
任
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
の
時
に
便
宜
的
に
置
か
れ

る
も
の
で
あ
る
3

拙
稿
前
掲
註
元

20)
論
文

(30)

春
名
宏
昭
前
掲
註

(8)
論
文
。

(31)

註

(23)
参
照
。

（
翌
今
正
秀
「
摂
関
政
治
と
天
皇
ー
円
融
天
皇
期
を
事
例
に
ー
」

(
『
高
円
史
学
』
一
六
、
二

0
0
0
年）。

（
翌
今
正
秀
「
花
山
朝
の
政
治
」
（
『
高
円
史
学
』
―

1
0
、二

0
0
四

年）。

(34)

春
名
宏
昭
前
掲
註

(
8
)
論
文
。

(35)

橋
本
義
彦
「
貴
族
政
権
の
政
治
構
造
」
（
『
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、

一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
六
年
）
。

(36)

屯
間
直
樹
ご
へ
皇
元
服
と
摂
関
制
ー
一
条
天
皇
元
服
を
中
心
と

し
て
ー
」
（
『
史
学
研
究
』
―

1
0
四
、
一
九
九
四
年
）
。

(37)

倉
本
一
宏
『
一
条
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、
二

0
0
三
年
。

(38)

倉
本
一
宏
「
一
条
朝
の
公
卿
議
定
」
（
『
摂
関
政
治
と
王
朝
貴
族
』

吉
川
弘
文
館
、
―

-
0
0
0
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
。

(39)

坂
本
賞
一
―
-
「
「
御
前
定
」
の
出
現
と
そ
の
背
景
ー
院
政
へ
の
道
程

ー
」
（
『
史
学
研
究
』
一
八
六
、
一
九
九

0
年
。
今
正
秀
前
掲
註

(32)

論
文
。

(40)

沢
田
和
久
「
円
融
朝
政
治
史
の
一
試
論
」
（
『
日
本
歴
史
』
六
四

八
、
二

0
0
1
―年）。

(41)

『
大
鏡
』
上
、
藤
原
頼
忠
段
に
は
、
一
条
天
皇
の
外
戚
で
は
な
い

「
よ
そ
人
」
で
あ
っ
た
た
め
関
白
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
い
つ
も
礼
儀
正
し
く
控
え
め
に
し
て
い
る
の
も
天
皇
の
「
ょ
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そ
人
」
で
あ
る
か
ら
と
す
る
が
、
佐
藤
謙
二
校
注
『
大
鏡
』
（
角
川
書

店
、
一
九
六
九
年
）
は
、
そ
の
天
皇
を
花
山
天
皇
と
し
て
い
る
こ
と

は
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
頼
患
は
花
山
天
皇
と
の
関
係
に
お
い
て
、

結
果
的
に
「
よ
そ
人
」
の
関
白
と
評
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

(42)

橋
本
義
彦
前
掲
註

(35)
論
文
。

(43)

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
八
年
(

I

0
1
―
)
八
月
二
十
三
日
条
。

(44)

倉
本
一
宏
『
三
条
天
皇
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
―

1
0
I
O
年。

(45)

拙
稿
前
掲
註

(13)
．

（

20)
論
文
。
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『
皇
室
制
度
史
料
』
摂
政
一
・
4

-

（
-
J
L
八
一
・
一
九
八
二
）
よ
り
作
成

天

皇

摂

政

一
貞
観
8
.
8
.
1
9
1
貞
観
1
4
.
9
.
2
-
6
年
2
か

月

一

ー

9

9

 

消

和

良

房

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

*

9

9

9

9

9

9
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